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Ⅰ．目　的

　2017（平成 29）年 5 月 12 日，民生委員制度はその発

足から 100 周年を迎えた．また 2018（平成 30）年には

民生委員法の制定から 70 年を迎える節目となる．

　この間，常に地域住民の見守り役や相談役として地域

福祉に大切な役割を果たしてきたのが民生委員・児童委

員（以下，「民生委員」と略す）である．しかし，近年

では，民生委員に対する役割や期待への高まりとは裏腹

に，様々な支障が出始めている．たとえば「なり手」の

確保 1 の困難はその最たるものである．また，日々の活

動に負担や責任を感じている者も増加している．それ故，

民生委員は，地域の中で担う役割と地域からの期待との

狭間で，さまざまな悩みや不安を抱えていたり，住民へ

の対応や必要を感じているだろうし，理想の条件を考え

つつも，一定のストレスにも晒されていると思われる．

　そこで，本研究では，民生委員活動を支える彼・彼女

らの意識状況がいかなるものであるのかを明らかにしよ

うとすることが目的である．ここでは赤穂市における民

生委員の活動実態や意識の状況を手がかりに，民生委員

1　民生委員は，3 年毎に一斉改選があり，直近では 2016 年 12
月 1 日に行われた．赤穂市では，この時点で定数 106 名に 3
名及ばず充足率 97.2％であった．

活動の今後の展開に資したいと考える．

Ⅱ．方　法

1 ．調査の概要
　調査内容は，先行研究 2 を参考に，年齢，性別，民生

委員の開始年齢，就業状況（収入の有無），地域福祉推

進委員（経験の有無），在任期間，再任予定（継続の有無），

担当区域（世帯数），活動日数，活動時間，充職（数），

報酬（希望の有無）等をベースの項目とした．そして，

メイン項目の内容として，民生委員自身の悩みや不安（情

報把握，知識・援助方法，連携・支援体制，活動上の負

担，理解・受け入れ），活動の頻度や必要と感じる度合い，

条件整備への要望，ストレスの状態（バーンアウト症状）

等を尋ねた．

　調査対象は，赤穂市で活動するすべての民生委員とし

た．調査日は 2016 年 9 月 12 日であり，赤穂市役所なら

びに同市民生委員児童委員協議会の協力を得て，民生委

員 106 名を対象 3 に，同年 8 月 12 日に事前挨拶・依頼を

行った上で，赤穂市総合福祉会館にて集合調査を実施し

た．統計解析には，回収された調査票のうち分析に必要

2　とくに，日本総合研究所（2013）『民生・児童委員の活動等の
実態把握及び課題に関する調査・研究事業報告書』平成 24 年
度セーフティネット支援対策等事業費補助金社会福祉推進事
業，日本総合研究所からは調査内容の設計に多くの示唆を得た．

3　本調査は，赤穂市民生委員の定数である 106 名全員を対象と
しており，全数調査という位置づけである．
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な質問項目に欠損値のない 98 票を分析対象

とした（有効回答率 92.5％）4．

2 ．分析方法
　全体の基礎集計を行い，回答内容の分布を

整理し，必要に応じて要約統計量（平均値や

標準偏差）の算出を行った．このうち活動の

頻度である対応頻度と，対応の必要を感じる

度合である必要度合については二次元プロッ

トの作図により検討した．また，ストレスの

状態であるバーンアウト症状については後述

する 3 つの採点法に従って分類し診断を行っ

た．さらに，調査内容の全容を窺い知るため

にベースの基本属性とメインの内容との相

関分析を行った．そして，その際，相関係数

の算出には，就業状況，再任予定などの質的

変数については得点化できるよう値の再割当

を行った上で量的変数とみなして分析を行っ

た．

3 ．倫理的配慮
　調査の依頼は，民児協定例会の場にて行い，

調査対象者には本研究の趣旨について口頭お

よび文書にて説明を行った．また，倫理的配

慮として調査への協力は自由意志によるもの

であり，回答しないことで不利益が生じるこ

とはないこと，無記名であり匿名性が遵守さ

れること等を口頭および文書で説明し，その

上で，調査内容について確認してもらい，協

力に同意できる方のみ，調査票に回答をして

もらった．調査票は複数の回収箱を用意して，手際よく

投函してもらえるようにした．調査票の提出をもって調

査への同意とみなした．…なお，本研究は，赤穂市およ

び同市民児協の承認を得て，2016 年度ゼミの実践研究

活動の一環として実施したものであることをお断りして

おく．

Ⅲ．結　果

1 ．対象者の基本属性
　次のような結果が得られた（表 1）．

4　データ全体のサンプルサイズは 100 以上を目標に置いていた
が超えられなかった．それでも経験的には一定の信頼性・妥
当性のある結果が導けると考えている．

⑴　年　齢

　…　年齢区分では 65-69 歳の 37.8％が最も多く，次いで

70-74 歳の 36.7％である．平均年齢は 67.7 歳であるが，

男女別でみた場合，男性 69.6 歳，女性 66.2 歳で男女

差がある．最少年齢は 51 歳で最高年齢は 77 歳である．

⑵　性　別

　…　性別では男性が 45.9％，女性が 54.1％である．市の

民生委員は調査当時，男性 53 名，女性 53 名でちょう

ど半々であったことから，女性民生委員は全員回答さ

れている．

⑶　民生委員の開始年齢

　…　初めて民生委員になったときの年齢は，60-64 歳の

37.8％が最も多く，次いで 50-59 歳の 25.5％，続いて
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（2）性 別 

  性別では男性が 45.9％、女性が 54.1％である。市の民生委員は調査当時、男性 53 名、

女性 53 名でちょうど半々であったことから、女性民生委員は全員回答されている。 

（3）民生委員の開始年齢 

  初めて民生委員になったときの年齢は、60-64 歳の 37.8％が最も多く、次いで 50-59 歳

の 25.5％、続いて 65-69 歳の 21.4％である。40 歳代は 7.1％にとどまる。 

（4）就業状況（収入の有無） 

  就業状況については、収入有りが 39.8％、収入無しが 60.2％である。 

（5）地域福祉推進委員（経験の有無） 

  民生委員をサポートする役となっている地域福祉推進委員の経験者は 14.3％、非経験者

は 85.7％である。 

（6）在任期間 

  民生委員の任期は 1 期＝3 年

である。1 期以下が 38.8％と最

も多く、次いで 2 期在任 26.5％

であり、この両者で過半数を超

えている。 

（7）再任予定（継続の有無） 

  民生委員は 3 年に 1 度の改選

があるが、2016 年 11 月末の今

期退任予定が 40.8％、次期継続

予定が 59.2％である。 

（8）担当区域（世帯数） 

 担当地区における相談支援活

動は、100-149 世帯が 36.7％で

最も多く、次いで 150-199 世帯

が 25.5％と多い。平均的な担当

世帯数は 135.4 世帯である。 

（9）活動日数 

 ひと月あたりの活動日数は、

表１ ． 基本属性に関する回答内容の分布

項目 カテゴリ ー 度数 （ ％）

年齢 60歳未満 8 （ 8. 2 ）

60～64歳 10 （ 10. 2 ）

65～69歳 37 （ 37. 8 ）

70～74歳 36 （ 36. 7 ）

75歳以上 7 （ 7. 1 ）

性別 男性 45 （ 45. 9 ）
女性 53 （ 54. 1 ）

民生委員の開始年齢 50歳未満 7 （ 7. 1 ）

50～54歳 5 （ 5. 1 ）

55～59歳 25 （ 25. 5 ）

60～64歳 37 （ 37. 8 ）

65～69歳 21 （ 21. 4 ）

70歳以上 3 （ 3. 1 ）

就業状況 収入を伴う 仕事をしている 39 （ 39. 8 ）

収入を伴う 仕事はしていない 59 （ 60. 2 ）

地域福祉推進委員の経験 経験あり 14 （ 14. 3 ）

経験なし 84 （ 85. 7 ）

民生委員・ 児童委員と しての在任期間 1期以下 38 （ 38. 8 ）

2期 26 （ 26. 5 ）

3期 8 （ 8. 2 ）

4期 11 （ 11. 2 ）

5期 11 （ 11. 2 ）

6期以上 4 （ 4. 1 ）

民生委員・ 児童委員の再任予定 今期で退任する予定 40 （ 40. 8 ）

次期以降に退任する予定 58 （ 59. 2 ）

担当区域の世帯数 100世帯未満 20 （ 20. 4 ）

100～149世帯 36 （ 36. 7 ）

150～199世帯 25 （ 25. 5 ）

200～249世帯 14 （ 14. 3 ）

250世帯以上 3 （ 3. 1 ）

活動日数（ ひと 月あたり ） 10日未満 19 （ 19. 4 ）

10～14日 33 （ 33. 7 ）

15～19日 24 （ 24. 5 ）

20～24日 18 （ 18. 4 ）

25日以上 4 （ 4. 1 ）

活動時間（ いち日あたり ） 1時間以下 37 （ 37. 8 ）

1時間以上2時間未満 34 （ 34. 7 ）

2時間以上3時間未満 15 （ 15. 3 ）

3時間以上4時間未満 7 （ 7. 1 ）

4時間以上 5 （ 5. 1 ）

民生委員・ 児童委員以外の関係団体の
役職・ 委員等への就任数（ 充て職数）

なし 48 （ 49. 0 ）

1つ 17 （ 17. 3 ）

2つ 17 （ 17. 3 ）

3つ 7 （ 7. 1 ）

4つ 4 （ 4. 1 ）

5つ以上 5 （ 4. 1 ）

報酬の希望 無報酬でよい 73 （ 74. 5 ）

報酬制がよい 25 （ 25. 5 ）

所属部会 老人福祉部会 26 （ 26. 5 ）
障がい者福祉部会 24 （ 24. 5 ）

児童福祉部会 34 （ 34. 7 ）

広報部会 14 （ 14. 3 ）

所属の地区民生委員児童委員協議会 赤穂地区 15 （ 15. 3 ）

城西地区 12 （ 12. 2 ）

塩屋地区 17 （ 17. 3 ）

西部地区 6 （ 6. 1 ）

尾崎地区 15 （ 15. 3 ）

御崎地区 8 （ 8. 2 ）

坂越地区 11 （ 11. 2 ）

高雄地区 6 （ 6. 1 ）

有年地区 8 （ 8. 2 ）

表１　基本属性に関する回答内容の分布
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65-69 歳の 21.4％である．40 歳代は 7.1％にとどまる．

⑷　就業状況（収入の有無）

　…　就業状況については，収入有りが 39.8％，収入無し

が 60.2％である．

⑸　地域福祉推進委員（経験の有無）

　…　民生委員をサポートする役となっている地域福祉推

進委員の経験者は 14.3％，非経験者は 85.7％である．

⑹　在任期間

　…　民生委員の任期は 1 期＝ 3 年である．1 期以下が

38.8％と最も多く，次いで 2 期在任 26.5％であり，こ

の両者で過半数を超えている．

⑺　再任予定（継続の有無）

　…　民生委員は 3 年に 1 度の改選があるが，2016 年 11

月末の今期退任予定が 40.8％，次期継続予定が 59.2％

である．

⑻　担当区域（世帯数）

　…　担当地区における相談支援活動は，100-149 世帯が

36.7％で最も多く，次いで 150-199 世帯が 25.5％と多

い．平均的な担当世帯数は 135.4 世帯である．

⑼　活動日数

　…　ひと月あたりの活動日数は，10-14 日が 33.7％と最

も多く，次いで 15-19 日が 24.5％と多い．ひと月あた

りの平均活動日数は 13.4 日である．

⑽　活動時間

　…　いち日あたりの活動時間は，1 時間以下が 37.8％と

最も多く，次いで 1 時間以上 2 時間未満が 34.7％と多

い．いち日あたりの平均活動時間は 2.1 時間である．

⑾　充て職（数）

　…　民生委員以外の関係団体の役職・委員等への就任数

は，就任なしが 49.0％であり，何からの充て職をもつ

回答者が過半数を超える．平均すると 1.2 個であるが，

最大で 7 つ充て職のあるという回答者もいる．充て職

がある回答者のうち最頻値は 1 つ，2 つの選択肢であ

り，それぞれ 17 名（17.3％）である．

⑿　報　酬（希望の有無）

　…　将来の報酬への考え方として，無報酬でよい

74.5％，報酬制がよい 25.5％である．

2 ．悩み・不安
　次のような結果が得られた（表 2）．…

　悩みや不安について，「プライバシーにどこまで踏み

込んでいいのか戸惑う」では「とてもあてはまる」が

43.9％，「すこしあてはまる」が 40.8％で，合わせると

84.7％と高くなっている．「予防や早期発見につながる

情報を把握できない」も同じく 82.7％，「個人情報など，

支援を行うにあたっての必要な情報を把握できない」も

同じく 75.5％と，情報把握に関しての悩み・不安が高い．
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10-14 日が 33.7％と最も多く、次いで 15-19 日が 24.5％と多い。ひと月あたりの平均活動

日数は 13.4 日である。 

（10）活動時間 

 いち日あたりの活動時間は、1 時間以下が 37.8％と最も多く、次いで 1 時間以上 2 時間

未満が 34.7％と多い。いち日あたりの平均活動時間は 2.1 時間である。 

（11）充て職（数） 

 民生委員以外の関係団体の役職・委員等への就任数は、就任なしが 49.0％であり、何か

らの充て職をもつ回答者が過半数を超える。平均すると 1.2 個であるが、最大で 7 つ充て

職のあるという回答者もいる。充て職がある回答者のうち最頻値は 1 つ、2 つの選択肢で

あり、それぞれ 17 名（17.3％）である。 

（12）報 酬（希望の有無） 

 将来の報酬への考え方として、無報酬でよい 74.5％、報酬制がよい 25.5％である。 

     

2．悩み・不安 

次のような結果が得られた（表 2）。  

悩みや不安について、「プライバシーにどこまで踏み込んでいいのか戸惑う」では「とて

もあてはまる」が 43.9％、「すこしあてはまる」が 40.8％で、合わせると 84.7％と高くな

っている。「予防や早期発見につながる情報を把握できない」も同じく 82.7％、「個人情報

など、支援を行う

にあたっての必要

な情報を把握でき

ない」も同じく

75.5％と、情報把

握に関しての悩

み・不安が高い。 

 

3．活動の頻度・

必要と感じる度合

い 

（1）活動頻度 

表２ ． 民生委員・ 児童委員の悩みや不安に関する回答内容の分布

とくにあて

はまらない

あまりあて

はまらない

すこし

あてはまる

とても

あてはまる

（1） プラ イ バシーにどこ ま で踏み込んでいいのか戸惑う 6 （ 6. 1 ） 9 （ 9. 2 ） 40 （ 40. 8 ） 43 （ 43. 9 ）

（2） 予防や早期発見につながる 情報を把握でき ない 7 （ 7. 1 ） 10 （ 10. 2 ） 58 （ 59. 2 ） 23 （ 23. 5 ）

（3） 個人情報など 、 支援を行う にあたっての必要な情報を把握できない 9 （ 9. 2 ） 15 （ 15. 3 ） 53 （ 54. 1 ） 21 （ 21. 4 ）

（4） 社会福祉に関する知識の習得、 情報の整理が追いつかない 13 （ 13. 3 ） 23 （ 23. 5 ） 43 （ 43. 9 ） 19 （ 19. 4 ）

（5） 援助を必要と する人への援助の範囲、 支援の方法がわから ない 21 （ 21. 4 ） 28 （ 28. 6 ） 46 （ 46. 9 ） 3 （ 3. 1 ）

（6） 援助が困難な場合の相談先が判断し にく い 25 （ 25. 5 ） 41 （ 41. 8 ） 29 （ 29. 6 ） 3 （ 3. 1 ）

（7） 行政や社協の協力が得にく い 43 （ 43. 9 ） 42 （ 42. 9 ） 9 （ 9. 2 ） 4 （ 4. 1 ）

（8） 専門機関と の連携がと り にく い 35 （ 35. 7 ） 46 （ 46. 9 ） 14 （ 14. 3 ） 3 （ 3. 1 ）

（9） 民児協内に、 困っているこ と を相談でき る 仲間や先輩がいない 43 （ 43. 9 ） 41 （ 41. 8 ） 11 （ 11. 2 ） 3 （ 3. 1 ）

（10） 配布物や調査など 、 行政や社協から の協力依頼事項が多すぎる 15 （ 15. 3 ） 29 （ 29. 6 ） 42 （ 42. 9 ） 12 （ 12. 2 ）

（11） 会議や研修など にと ら れる時間が多すぎる 16 （ 16. 3 ） 40 （ 40. 8 ） 37 （ 37. 8 ） 5 （ 5. 1 ）

（12） 町内会や自治会の行事などの参加の負担が大きい 20 （ 20. 4 ） 42 （ 42. 9 ） 30 （ 30. 6 ） 6 （ 6. 1 ）

（13） 慶弔や地域の祭事など の際の経済的な負担が大き い 44 （ 44. 9 ） 39 （ 39. 8 ） 13 （ 13. 3 ） 2 （ 2. 0 ）

（14） 相談件数が多すぎる 35 （ 35. 7 ） 50 （ 51. 0 ） 11 （ 11. 2 ） 2 （ 2. 0 ）

（15） 受け持ちの世帯数が多すぎる 30 （ 30. 6 ） 41 （ 41. 8 ） 19 （ 19. 4 ） 8 （ 8. 2 ）

（16） 要援護者や家族等から 民生委員活動への理解が得られない 30 （ 30. 6 ） 51 （ 52. 0 ） 17 （ 17. 3 ） 0 （ 0. 0 ）

（17） 家族や職場の理解が得ら れない 56 （ 57. 1 ） 31 （ 31. 6 ） 9 （ 9. 2 ） 2 （ 2. 0 ）

表２　民生委員・児童委員の悩みや不安に関する回答内容の分布
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3 ．活動の頻度・必要と感じる度合い
⑴　活動頻度

　　次のような結果が得られた（表 3）．

　…　最も対応している活動は，「地域行事（祭り等）へ

の参画を通じた地域活性化の活動」であり，「とて

も対応している」30.6％と「すこし対応している」

44.9％を合わせると 75.5％である．平均得点は 2.94±

0.96 となっている．次いで対応している活動は，「住

民と行政・関係機関等とのつなぎや連絡調整」であり，

「とても対応している」50.0％と「すこし対応してい

る」25.5％を合わせると同じく75.5％となる．平均2.89

± 0.93 である．以下，「要援護者情報（台帳等）」の管

理業務」，「高齢独居・高齢夫婦世帯の社会的孤立防止

の取り組み」，「訪問調査や見守り等による支援ニーズ

の把握」が続いている．

⑵　必要度合い

　　次のような結果が得られた（表 4）．

　…　最も対応が必要と感じている活動は，「住民と行

政・関係機関等とのつなぎや連絡調整」であり，「と

ても必要を感じる」40.8％と「すこし必要を感じる」

41.8％を合わせると 82.6％と高い．平均得点 3.13±0.94

である．次いで必要と感じている活動は「災害時の避

難等に関する支援」であり，「とても必要を感じる」

44.9％と「すこし必要を感じる」32.7％を合わせると
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  次のような結果が得られた（表 3）。 

 最も対応している活動は、「地域行事（祭り等）への参画を通じた地域活性化の活動」で

あり、「とても対応している」30.6％と「すこし対応している」44.9％を合わせると 75.5％

である。平均得点は 2.94±0.96 となっている。次いで対応している活動は、「住民と行政・

関係機関等とのつなぎや連絡調整」であり、「とても対応している」50.0％と「すこし対応

している」25.5％を合わせると同じく 75.5％となる。平均 2.89±0.93 である。以下、「要

援護者情報（台帳等）」の管理業務」、「高齢独居・高齢夫婦世帯の社会的孤立防止の取り組

み」、「訪問調査や見守り等による支援ニーズの把握」が続いている。 

（2）必要度合い                             

次のような結果が得られた（表 4）。 

表３ ． 民生委員・ 児童委員の対応頻度に関する回答内容の分布

と く に対応

していない

あま り 対応

していない

すこ し対応

している

と ても対応

している

（1） 高齢者虐待防止の取り 組み・ 家族介護者への支援 41 （ 41. 8 ） 33 （ 33. 7 ） 21 （ 21. 4 ） 3 （ 3. 1 ）

（2） 児童虐待防止の取り 組み・ 子育て世帯への支援 42 （ 42. 9 ） 37 （ 37. 8 ） 15 （ 15. 3 ） 4 （ 4. 1 ）

（3） 一人親世帯への支援 40 （ 40. 8 ） 30 （ 30. 6 ） 16 （ 16. 3 ） 12 （ 12. 2 ）

（4） 青少年非行防止に関する取り 組み 50 （ 51. 0 ） 32 （ 32. 7 ） 15 （ 15. 3 ） 1 （ 1. 0 ）

（5） 家庭内暴力（DVを含む） 防止に関する取り 組み 64 （ 65. 3 ） 29 （ 29. 6 ） 4 （ 4. 1 ） 1 （ 1. 0 ）

（6） 高齢独居・ 高齢夫婦世帯の社会的孤立防止の取り 組み 14 （ 14. 3 ） 22 （ 22. 4 ） 44 （ 44. 9 ） 18 （ 18. 4 ）

（7） 引きこ も り 者の社会復帰に関わる 取り 組み 43 （ 43. 9 ） 36 （ 36. 7 ） 17 （ 17. 3 ） 2 （ 2. 0 ）

（8） 抑う つ、 メ ンタ ルヘルス不調者への支援 55 （ 56. 1 ） 34 （ 34. 7 ） 7 （ 7. 1 ） 2 （ 2. 0 ）

（9） 障がい児・ 者の地域生活支援 41 （ 41. 8 ） 33 （ 33. 7 ） 19 （ 19. 4 ） 5 （ 5. 1 ）

（10） 高齢者・ 障がい者の消費者ト ラ ブル被害の防止活動 34 （ 34. 7 ） 32 （ 32. 7 ） 27 （ 27. 6 ） 5 （ 5. 1 ）

（11） 成年後見制度の利用促進 61 （ 62. 2 ） 31 （ 31. 6 ） 3 （ 3. 1 ） 3 （ 3. 1 ）

（12） 生活困窮世帯の自立支援 51 （ 52. 0 ） 24 （ 24. 5 ） 21 （ 21. 4 ） 2 （ 2. 0 ）

（13） 災害時の避難等に関する 支援 19 （ 19. 4 ） 27 （ 27. 6 ） 39 （ 39. 8 ） 13 （ 13. 3 ）

（14） 日常生活支援（ 買物、 通院付添い、 ゴ ミ 出し 等） 50 （ 51. 0 ） 31 （ 31. 6 ） 15 （ 15. 3 ） 2 （ 2. 0 ）

（15） 訪問調査や見守り 等によ る支援ニーズの把握 13 （ 13. 3 ） 20 （ 20. 4 ） 51 （ 52. 0 ） 14 （ 14. 3 ）

（16） 住民と 行政・ 関係機関等と のつなぎや連絡調整 12 （ 12. 2 ） 12 （ 12. 2 ） 49 （ 50. 0 ） 25 （ 25. 5 ）

（17） サロ ン等、 地域における 自主的な地域福祉活動の実施 41 （ 41. 8 ） 29 （ 29. 6 ） 13 （ 13. 3 ） 15 （ 15. 3 ）

（18） 自治会・ 町内会等と の連携によ る住民組織の基盤作り 15 （ 15. 3 ） 24 （ 24. 5 ） 39 （ 39. 8 ） 20 （ 20. 4 ）

（19） 地域行事（祭り 等） への参画を通じ た地域活性化の活動 12 （ 12. 2 ） 12 （ 12. 2 ） 44 （ 44. 9 ） 30 （ 30. 6 ）

（20） 地域住民の支え合い意識醸成のための啓発活動 26 （ 26. 5 ） 23 （ 23. 5 ） 39 （ 39. 8 ） 10 （ 10. 2 ）

（21） 地域住民への介護・ 福祉サービス等の情報提供 15 （ 15. 3 ） 28 （ 28. 6 ） 46 （ 46. 9 ） 9 （ 9. 2 ）

（22） 地域住民への民生委員・ 児童委員のPR活動 28 （ 28. 6 ） 36 （ 36. 7 ） 28 （ 28. 6 ） 6 （ 6. 1 ）

（23） 生活に関わる総合相談 31 （ 31. 6 ） 31 （ 31. 6 ） 34 （ 34. 7 ） 2 （ 2. 0 ）

（24） 要援護者情報（ 台帳等） の管理業務 14 （ 14. 3 ） 11 （ 11. 2 ） 47 （ 48. 0 ） 26 （ 26. 5 ）

（25） 行政や関係機関への意見具申 26 （ 26. 5 ） 35 （ 35. 7 ） 31 （ 31. 6 ） 6 （ 6. 1 ）

表３　民生委員・児童委員の対応頻度に関する回答内容の分布
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77.6％となる．平均 3.12 ± 0.96 である．以下，要援護

者情報（台帳等）」の管理業務」，「自治会・町内会等

の連携いよる住民組織の基盤作り」，「高齢独居・高齢

夫婦世帯の社会的孤立防止の取り組み」が続いている．

⑶　対応頻度と必要度合いのギャップ

　…　各々の総得点÷最大可能得点をもとに整理したと

ころ，次のような結果が得られた（図 1）．

　…　対応頻度の最も高いと感じる活動は，「地域行事（祭

り等）への参画を通じた地域活性化の活動」で 73.5％

であるが，この活動に対応が必要だと感じている度合

は 71.9％であり，対応頻度よりも必要度合が低いとい

うギャップがある．対応頻度の次に高いと感じる活動

は，「住民と行政・関係機関等とのつなぎや連絡調整」

で 72.2％であり，この活動に対応が必要だと感じてい

る度合は 78.3％であり，対応頻度よりも必要度合が高

いというギャップがある．以下，同様のギャップが，

「要援護者情報（台帳等）の管理業務」でも対応頻度

が 71.1％，必要度合が 78.1％，「災害時の避難等に関

する支援」で 61.7％，78.1％，「高齢独居・高齢夫婦

世帯の社会的孤立防止の取り組み」66.8％，75.8％と

続いている．
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最も対応が必要と感じている活動は、「住民と行政・関係機関等とのつなぎや連絡調整」

であり、「とても必要を感じる」40.8％と「すこし必要を感じる」41.8％を合わせると 82.6％

と高い。平均得点 3.13±0.94 である。次いで必要と感じている活動は「災害時の避難等に

関する支援」であり、「とても必要を感じる」44.9％と「すこし必要を感じる」32.7％を合

わせると 77.6％となる。平均 3.12±0.96 である。以下、要援護者情報（台帳等）」の管理

業務」、「自治会・町内会等の連携いよる住民組織の基盤作り」、「高齢独居・高齢夫婦世帯

の社会的孤立防止の取り組み」が続いている。 

 

 

 

表４ ． 民生委員・ 児童委員の必要度合に関する回答内容の分布

とくに必要を

感じない

あまり必要を

感じない

すこし必要を

感じる

とても必要を

感じる

）3.61（61）8.14（14）3.51（51）5.62（62援支のへ者護介族家・み組り取の止防待虐者齢高）1（

）4.02（02）7.43（43）3.61（61）6.82（82援支のへ帯世て育子・み組り取の止防待虐童児）2（

）3.61（61）8.73（73）4.91（91）5.62（62援支のへ帯世親人一）3（

）3.41（41）7.63（63）4.81（81）6.03（03み組り取るす関に止防行非年少青）4（

）2.9（9）7.33（33）4.22（22）7.43（43み組り取るす関に止防）む含をVD（力暴内庭家）5（

（6） 高齢独居・ 高齢夫婦世帯の社会的孤立防止の取り 組み 14 （ 14. 3 ） 5 （ 5. 1 ） 43 （ 43. 9 ） 36 （ 36. 7 ）

）3.61（61）9.44（44）3.31（31）5.52（52み組り取るわ関に帰復会社の者りもこき引）7（

）1.7（7）6.03（03）7.53（53）5.62（62援支のへ者調不スルヘルタンメ、つう抑）8（

）2.8（8）0.15（05）4.91（91）4.12（12援支活生域地の者・児いが障）9（

（10） 高齢者・ 障がい者の消費者ト ラ ブル被害の防止活動 20 （ 20. 4 ） 16 （ 16. 3 ） 44 （ 44. 9 ） 18 （ 18. 4 ）

）2.01（01）6.13（13）6.03（03）6.72（72進促用利の度制見後年成）11（

）3.41（41）8.73（73）5.42（42）5.32（32援支立自の帯世窮困活生）21（

）8.14（14）8.83（83）2.9（9）2.01（01援支るす関に等難避の時害災）31（

）3.71（71）7.33（33）5.32（32）5.52（52）等し出ミゴ、い添付院通、物買（援支活生常日）41（

）6.92（92）9.44（44）3.51（51）2.01（01握把のズーニ援支るよに等り守見や査調問訪）51（

）8.04（04）8.14（14）1.7（7）2.01（01整調絡連やぎなつのと等関機係関・政行と民住）61（

（17） サロ ン等、 地域における 自主的な地域福祉活動の実施 18 （ 18. 4 ） 25 （ 25. 5 ） 35 （ 35. 7 ） 20 （ 20. 4 ）

（18） 自治会・ 町内会等と の連携によ る住民組織の基盤作り 11 （ 11. 2 ） 10 （ 10. 2 ） 40 （ 40. 8 ） 37 （ 37. 8 ）

（19） 地域行事（ 祭り 等） への参画を通じ た地域活性化の活動 14 （ 14. 3 ） 14 （ 14. 3 ） 40 （ 40. 8 ） 30 （ 30. 6 ）

）5.62（62）8.04（04）3.31（31）4.91（91動活発啓のめたの成醸識意い合え支の民住域地）02（

）5.52（52）9.44（44）3.51（51）3.41（41供提報情の等スビーサ祉福・護介のへ民住域地）12（

）2.21（21）9.64（64）4.91（91）4.12（12動活RPの員委童児・員委生民のへ民住域地）22（

）2.9（9）9.44（44）4.22（22）5.32（32談相合総るわ関に活生）32（

）9.44（44）7.23（23）2.21（21）2.01（01務業理管の）等帳台（報情者護援要）42（

）3.31（31）9.64（64）4.22（22）3.71（71申具見意のへ関機係関や政行）52（

表４　民生委員・児童委員の必要度合に関する回答内容の分布



114

関西福祉大学研究紀要　第21巻

4 ．条件整備への要望
　次のような結果が得られた（表 5）．

　「行政との個人情報の取扱いに関する仕組みやルール

の整備」の項目で，「とても必要である」60.2％と「す

こし必要である」34.7％を合わせると 94.7％で非常に高

く，ほとんどの民生委員が，今後の活動の充実に不可欠

と考えている．平均得点の大きい順にベスト 5 を並べて

みると，「行政との個人情報の取扱いに関する仕組みや

ルールの整備」3.51 ± 0.72，「民生委員・児童委員同士の

連携の強化」3.50 ± 0.66，「行政以外の関係機関との個人

情報の取り扱いに関する仕組みやルールの整備」3.31±

0.78，「行政や社協などの専門機関との連携による相談

体制の強化」3.23 ± 0.84，「支援方法や援助技術に関する

研修の充実」3.17 ± 0.80 である．

5 ．ストレスの状態（バーンアウト症状）
　次のような結果が得られた（表 6）．

　日本版バーンアウト尺度（17 項目）を使って，次の

3 点の別表のとおり，民生委員のバーンアウト得点の集

計と診断を行ったところ 5，情緒的消耗感（感情の枯渇），

脱人格化（無情で非人間的な対応），個人的達成感（職

務への有能感，達成感）の 3 つの症状に該当する回答者

がみられる．情緒的消耗感では，危険診断 1 名，要注意

診断 2 名，脱人格化では危険診断 1 名，要注意診断 3 名，

そして，個人的達成感では，危険診断 16 名，要注意 20

名である．

6 ．相関分析
　調査項目の全体を概観するために行った相関分析の結

果は次のとおりである（表 7）．表頭を従属変数（悩み・

不安としての情報把握からストレスまで），表側を独立

変数（年齢から報酬まで）とみなすと，次のことが示唆

された．なお，サンプルサイズが小さいこともあるため，

一定の傾向を把握することも意図して有意水準 10％ま

でを採用してある．

5　田尾雅夫・久保真人（1996）『バーンアウトの理論と実際』
誠信書房，pp.169-171
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（3）対応頻度と必要度合いのギャップ 

  各々の総得点÷可能得点をもとに整理したところ、次のような結果が得られた（図 1）。 

  

対応頻度の最も高いと感じる活動は、「地域行事（祭り等）への参画を通じた地域活性化

の活動」で 73.5％であるが、この活動に対応が必要だと感じている度合は 71.9％であり、

対応頻度よりも必要度合が低いというギャップがある。対応頻度の次に高いと感じる活動

は、「住民と行政・関係機関等とのつなぎや連絡調整」で 72.2％であり、この活動に対応

が必要だと感じている度合は 78.3％であり、対応頻度よりも必要度合が高いというギャッ

プがある。以下、同様のギャップが、「要援護者情報（台帳等）の管理業務」でも対応頻度

が 71.1％、必要度合が 78.1％、「災害時の避難等に関する支援」で 61.7％、78.1％、「高

齢独居・高齢夫婦世帯の社会的孤立防止の取り組み」66.8％、75.8％と続いている。 

 

4．条件整備への要望 

 次のような結果が得られた（表 5）。 

「行政との個人情報の取扱いに関する仕組みやルールの整備」の項目で、「とても必要で

ある」60.2％と「すこし必要である」34.7％を合わせると 94.7％で非常に高く、ほとんど

の民生委員が、今後の活動の充実に不可欠と考えている。平均得点の大きい順にベスト 5

を並べてみると、「行政との個人情報の取扱いに関する仕組みやルールの整備」3.51±0.72、 

図１　対応頻度と必要度合の二次元プロット
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表５　民生委員・児童委員の条件整備に関する回答内容の分布
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「民生委員・児童委員同士の連携の強化」3.50±0.66、「行政以外の関係機関との個人情報

の取り扱いに関する仕組みやルールの整備」3.31±0.78、「行政や社協などの専門機関との

連携による相談体制の強化」3.23±0.84、「支援方法や援助技術に関する研修の充実」3.17

±0.80 である。 

表５ ． 民生委員・ 児童委員の条件整備に関する 回答内容の分布

とくに必要

でない

あまり必要

でない

すこし必要

である

とても必要

である

（1） 行政と の個人情報の取扱いに関する 仕組みやルールの整備 4 （ 4 . 1 ） 1 （ 1 . 0 ） 34 （ 34 . 7 ） 59 （ 60 . 2 ）

（2） 行政以外の関係機関との個人情報の取り扱いに関する仕組みやルールの整備 5 （ 5 . 1 ） 4 （ 4 . 1 ） 45 （ 45 . 9 ） 44 （ 44 . 9 ）

（3） 社会福祉の制度改正の知識や情報に関する 研修の充実 　4 （ 4 . 1 ） 9 （ 9 . 2 ） 53 （ 54 . 1 ） 32 （ 32 . 7 ）

）7.53（53）0.25（15）1.6（6）1.6（6実充の修研るす関に術技助援や法方援支）4（

（5） 行政や社協な ど の専門機関と の連携によ る 相談体制の強化 6 （ 6 . 1 ） 7 （ 7 . 1 ） 43 （ 43 . 9 ） 42 （ 42 . 9 ）

（6） 専門機関や自治会なども含む関係者間での情報共有のためのネット ワークや場づく り 5 （ 5 . 1 ） 13 （ 13 . 3 ） 43 （ 43 . 9 ） 37 （ 37 . 8 ）

）2.85（75）7.43（43）1.6（6）0.1（1化強の携連の士同員委童児・員委生民）7（

（8） 病気や不在時等におけ る 、 見守り や支援の代替が可能な体制の整備 4 （ 4 . 1 ） 11 （ 11 . 2 ） 53 （ 54 . 1 ） 30 （ 30 . 6 ）

）5.42（42）8.04（04）5.32（32）2.11（11縮短の間時のどな修研や議会）9（

）5.32（32）8.04（04）5.62（62）2.9（9減軽担負の項事頼依力協のどな査調や物布配）01（

）3.41（41）6.82（82）8.93（93）3.71（71援支な的政財るす対に担負な的済経）11（

）3.71（71）9.64（64）5.62（62）2.9（9減低の数帯世ち持け受りた当人一るよに加増員人）21（

（13 ） 民生委員・ 児童委員に対する地域社会の理解向上のための広報・ 活動の強化 9 （ 9 . 2 ） 15 （ 15 . 3 ） 47 （ 48 . 0 ） 27 （ 27 . 6 ）

）4.22（22）5.52（52）8.04（04）2.11（11化格資門専の員委童児・員委生民）41（

（15） 民生委員・ 児童委員の名称変更（ 例． 民児委員な ど ） 36 （ 36 . 7 ） 35 （ 35 . 7 ） 18 （ 18 . 4 ） 9 （ 9 . 2 ）

）1.5（5）2.21（21）8.83（83）9.34（34更変称名のータンセ援支括包域地）61（

表６ ． 民生委員・ 児童委員の燃え尽き 症状に関する回答内容の分布

ない まれにある 時々ある し ばしばある いつも ある

）1.7（7）2.11（11）6.13（13）4.81（81）6.13（13るあがとこう思といためやうも、動活なんこ）1（

）0.2（2）1.7（7）4.91（91）5.42（42）9.64（64るあがとこるす中熱に動活どほるれ忘をれわ）2（

（3） こ まごま と 気く ばり するこ と が面倒に感じ るこ と がある 28 （ 28. 6 ） 32 （ 32. 7 ） 31 （ 31. 6 ） 7 （ 7. 1 ） 0 （ 0. 0 ）

（4） こ の活動は私の性分に合っている と 思う こ と がある 　28 （ 28. 6 ） 22 （ 22. 4 ） 31 （ 31. 6 ） 11 （ 11. 2 ） 6 （ 6. 1 ）

）1.6（6）0.1（1）2.8（8）3.31（31）4.17（07るあがとこるなに嫌ものる見を顔の民住や僚同）5（

（6） 自分の活動がつまら なく 思えてし かたのないこ と がある 61 （ 62. 2 ） 18 （ 18. 4 ） 14 （ 14. 3 ） 4 （ 4. 1 ） 1 （ 1. 0 ）

（7） その日の活動が終わる と ｢やっ と 終わった｣と 感じる こ と がある 34 （ 34. 7 ） 27 （ 27. 6 ） 24 （ 24. 5 ） 7 （ 7. 1 ） 6 （ 6. 1 ）

（8） 活動前、 地域に出る のが嫌になって、 家にいたいと 思う こ と がある 67 （ 68. 4 ） 20 （ 20. 4 ） 7 （ 7. 1 ） 1 （ 1. 0 ） 3 （ 3. 1 ）

（9） 活動を終えて、 今日は気持ちのよ い日だったと 思う こ と がある 13 （ 13. 3 ） 19 （ 19. 4 ） 35 （ 35. 7 ） 21 （ 21. 4 ） 10 （ 10. 2 ）

）1.4（4）0.1（1）2.8（8）2.21（21）5.47（37るあがとこるなくなくたし話も何、と民住や僚同）01（

）0.0（0）1.3（3）1.5（5）3.71（71）5.47（37るあがとこう思といよもでうどは果結の動活）11（

（12） 活動のために心にゆと り がなく なったと 感じ るこ と がある 37 （ 37. 8 ） 33 （ 33. 7 ） 19 （ 19. 4 ） 6 （ 6. 1 ） 3 （ 3 . 1 ）

）1.5（5）2.01（01）8.73（73）5.42（42）4.22（22るあがとこるじ感をび喜らか心、に動活の今）31（

（14） 今の活動は、 私にと ってあま り 意味がないと 思う こ と がある 58 （ 59. 2 ） 26 （ 26. 5 ） 9 （ 9. 2 ） 4 （ 4. 1 ） 1 （ 1. 0 ）

（15） 活動が楽し く て、  知らないう ちに時間がすぎるこ と がある 47 （ 48. 0 ） 23 （ 23. 5 ） 20 （ 20. 4 ） 6 （ 6. 1 ） 2 （ 2. 0 ）

）0.2（2）1.4（4）4.02（02）8.93（93）7.33（33るあがとこう思とたてはれ疲もち持気も体）61（

（17） われながら 、 活動をう ま く やり 終えたと 思う こ と がある 24 （ 24. 5 ） 34 （ 34. 7 ） 25 （ 25. 5 ） 12 （ 12. 2 ） 3 （ 3. 1 ）

表６　民生委員・児童委員の燃え尽き症状に関する回答内容の分布
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5．ストレスの状態（バーンアウト症状） 

次のような結果が得られた（表 6）。 

 日本版バーンアウト尺度（17 項目）を使って、次の 3 点の別表のとおり、民生委員のバ

ーンアウト得点の集計と診断を行ったところ5、情緒的消耗感（感情の枯渇）、脱人格化（無

情で非人間的な対応）、個人的達成感（職務への有能感、達成感）の 3 つの症状に該当す

る回答者がみられる。情緒的消耗感では、危険診断 1 名、要注意診断 2 名、脱人格化では

危険診断 1 名、要注意診断 3 名、そして、個人的達成感では、危険診断 16 名、要注意 20

名である。 

バーンアウト の採点法

項目の分類に従って加算し 、 それぞれの得点を求める 。

　 情緒的消耗感得点

　 　 ＝項目1＋項目7＋項目8＋項目12＋項目16

　 脱人格化得点

　 　 ＝項目3＋項目5＋項目6＋項目10＋項目11＋項目14

　 個人的達成感得点

　 　 ＝項目2＋項目4＋項目9＋項目13＋項目15＋項目17  

バーンアウト の診断基準（ 看護師のデータ に基づく ）

診断 情緒的消耗感得点 脱人格化得点 個人的達成感得点

まだ大丈夫（ 40％以下） 5～15 6～11 30～18

平均的（ 40～60％） 16～18 12～14 17～16

注意（ 60～80％） 19～20 15～17 15～13

要注意（ 80～95％） 21～23 18～20 12～10

危険（ 95％以上） 24～25 21～30 9～5  
バーンアウト の診断基準に基づく 診断結果（ 看護師のデータ に基づく ）

診断
情緒的消耗感 脱人格化 個人的達成感

得点 人数 ％ 得点 人数 ％ 得点 人数 ％

ま だ大丈夫（ 40％以下） 5～15 87 （ 88. 8 ） 6～11 71 （ 72. 4 ） 30～18 22 （ 22. 4 ）

平均的（ 40～60％） 16～18 7 （ 7. 1 ） 12～14 16 （ 16. 3 ） 17～16 12 （ 12. 2 ）

注意（ 60～80％） 19～20 1 （ 1. 0 ） 15～17 7 （ 7. 1 ） 15～13 28 （ 28. 6 ）

要注意（ 80～95％） 21～23 2 （ 2. 0 ） 18～20 3 （ 3. 1 ） 12～10 20 （ 20. 4 ）

危険（ 95％以上） 24～25 1 （ 1. 0 ） 21～30 1 （ 1. 0 ） 9～5 16 （ 16. 3 ）  
 

6．相関分析 

  調査項目の全体を概観するために行った相関分析の結果は次のとおりである（表 7）。表

頭を従属変数（悩み・不安としての情報把握からストレスまで）、表側を独立変数（年齢か

ら報酬まで）とみなすと、次のことが示唆された。なお、サンプルサイズが小さいことも

あるため、一定の傾向を把握することも意図して有意水準 10％までを採用してある。 
                                                  
5 田尾雅夫・久保真人（1996）『バーンアウトの理論と実際』誠信書房、pp.169-171 
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表７ ． 相関分析

情報把握
知識・ 援助

方法
連携・ 支援

体制
活動上の負

担
理解・ 受け

入れ
活動の頻度 必要の度合

今後の条件
整備の必要

度

情緒的消耗
感

脱人格化
個人的達成

感

年　 齢 -0. 264** -0. 431*** -0. 016 -0. 019 -0. 129 0. 072 -0. 197+ -0. 207* -0. 036 -0. 142 0. 076

性　 別 -0. 097 0. 042 -0. 025 -0. 034 0. 059 -0. 022 0. 048 0. 020 -0. 067 -0. 130 -0. 101

民生委員の開始年齢 -0. 003 0. 026 0. 130 -0. 027 -0. 052 -0. 191+ -0. 169+ -0. 158 -0. 067 -0. 055 -0. 230*

就業状況 

（ 収入の有無）
-0. 082 -0. 113 -0. 049 -0. 099 -0. 028 -0. 140 0. 096 0. 029 0. 106 0. 195+ -0. 007

地域福祉推進委員 

（ 経験の有無）
0. 041 0. 022 0. 072 0. 108 0. 023 -0. 008 -0. 070 0. 027 0. 133 0. 112 0. 173+

民生委員・ 児童委員と し

ての在任期間
-0. 217* -0. 456*** -0. 185+ 0. 022 -0. 059 0. 267** -0. 010 0. 016 0. 040 0. 297-0. 067 **

民生委員・ 児童委員への

再任予定（ 継続の有無）
0. 136 0. 136 0. 052 0. 172+ 0. 051 0. 036 0. 193+ 0. 029 0. 053 0. 090 -0. 113

担当区域（ 世帯数） 0. 021 -0. 120 0. 115 0. 064 0. 007 0. 193+ 0. 125 0. 098 0. 004 -0. 014 0. 117

活動日数 

（ ひと 月あたり ）
-0. 247* -0. 385*** 0. 185+ 0. 151 -0. 033 0. 445*** 0. 175+ 0. 201* 0. 050 0. 030 0. 382***

活動時間 

（ いち 日あたり ）
0. 184+ 0. 126 0. 181+ 0. 079 0. 229* 0. 029 -0. 099 0. 006 0. 081 0. 151 0. 159

民生委員・ 児童委員以外

の充職（ 数）
-0. 123 -0. 078 -0. 059 0. 171+ 0. 115 0. 082 0. 282** 0. 098 0. 087 0. 188+ 0. 115+

報　 酬 

（ 希望の有無）
0. 045 0. 100 0. 140 0. 179+ -0. 013 0. 141 0. 133 0. 226* 0. 301** 0. 171+ 0. 099

***p<0. 001　 **p<0. 01　 *p<0. 05　 +p<0. 1

 
（1）悩み・不安 

 5 つのカテゴリーからなるが（別表参照）6、まず、情報把握は、年齢、在任期間、活動

日数との間に負の相関がみられる。また、活動時間との間には正の相関の傾向がある。次

に、知識・援助方法は、年齢、在任期間、活動日数と負の相関がみられる。続いて、連携・

支援体制は、在任期間と負の相関の傾向がみられる。また、活動日数と活動時間と正の相

関の傾向がみられる。続いて、活動上の負担は、再任予定、充て職、報酬との間に正の相

関の傾向がある。そして、理解・受け入れは、活動時間と正の相関がみられる。 

（2）活動の頻度・必要の度合い 

  両者は同一項目で回答を求めているが、選択肢の内容が前者は「対応していない～対応

                                                  
6 前掲報告書 3、p.124 

表７　相関分析
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⑴　悩み・不安

　…　5 つのカテゴリーからなるが（別表参照）6，まず，情

報把握は，年齢，在任期間，活動日数との間に負の相

関がみられる．また，活動時間との間には正の相関の

傾向がある．次に，知識・援助方法は，年齢，在任期間，

活動日数と負の相関がみられる．続いて，連携・支援

体制は，在任期間と負の相関の傾向がみられる．また，

活動日数と活動時間と正の相関の傾向がみられる．続

いて，活動上の負担は，再任予定，充て職，報酬との

間に正の相関の傾向がある．そして，理解・受け入れ

は，活動時間と正の相関がみられる．

⑵　活動の頻度・必要の度合い

　…　両者は同一項目で回答を求めているが，選択肢の内

容が前者は「対応していない～対応している」，後者

が「感じない～感じる」で異なる．活動の頻度は，在

任期間，活動日数との間に正の相関がみられる．また，

担当区域（世帯数）と正の相関の傾向がみられ，開始

年齢と負の相関の傾向がみられる．一方，必要の度合

は，充て職と正の相関がみられる．また，再任予定，

活動日数と正の相関の傾向がみられ，年齢，開始年齢

と負の相関の傾向がみられる．

⑶　条件整備への要望

　…　年齢と負の相関がみられる．また，活動日数，報酬

と正の相関がみられる．

6　前掲報告書 3，p.124

⑷　ストレスの状態

　…　情緒的消耗感は，報酬との間に正の相関がみられる．

脱人格化は，就業状況，充て職，報酬と正の相関の傾

向がみられる．そして，個人的達成感は，活動日数，

在任期間との間に正の相関がみられる．また，地域福

祉推進委員の経験，充て職との間に正の相関の傾向が

みられる．また，開始年齢との間に負の相関がみられる．

Ⅳ．考　察

　この研究の目的は，赤穂市における民生委員の活動実

態と意識を把握することにある．そして，より良い民生

委員活動を展開するための基礎データを入手し，今後の

民生委員のあり方について考える素材を提供することを

ねらいとしている．

1 ．民生委員の年齢について
　年齢に関する今回の結果は，70 歳代が多くを占めるよ

うになっており，平均年齢も随分上がっていることを示

唆している．年齢の高低は男女差があり女性よりも男性

の方が平均年齢が高い．これは，男性民生委員が定年退

職してから委嘱される者が多いためと考えられる．また，

性別について市の民生委員は調査当時，男性 53 名，女

性 53 名でちょうど半々であったが，男性民生委員 7 名

が無効票となったことについてはその年齢の高さも原因

の一端となっていることも考えられる．さらに相関分析

からは，年齢の上昇とともに，情報把握，知識・援助方
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表７ ． 相関分析

情報把握
知識・ 援助

方法
連携・ 支援

体制
活動上の負

担
理解・ 受け

入れ
活動の頻度 必要の度合

今後の条件
整備の必要

度

情緒的消耗
感

脱人格化
個人的達成

感

年　 齢 -0. 264** -0. 431*** -0. 016 -0. 019 -0. 129 0. 072 -0. 197+ -0. 207* -0. 036 -0. 142 0. 076

性　 別 -0. 097 0. 042 -0. 025 -0. 034 0. 059 -0. 022 0. 048 0. 020 -0. 067 -0. 130 -0. 101

民生委員の開始年齢 -0. 003 0. 026 0. 130 -0. 027 -0. 052 -0. 191+ -0. 169+ -0. 158 -0. 067 -0. 055 -0. 230*

就業状況 

（ 収入の有無）
-0. 082 -0. 113 -0. 049 -0. 099 -0. 028 -0. 140 0. 096 0. 029 0. 106 0. 195+ -0. 007

地域福祉推進委員 

（ 経験の有無）
0. 041 0. 022 0. 072 0. 108 0. 023 -0. 008 -0. 070 0. 027 0. 133 0. 112 0. 173+

民生委員・ 児童委員と し

ての在任期間
-0. 217* -0. 456*** -0. 185+ 0. 022 -0. 059 0. 267** -0. 010 0. 016 0. 040 0. 297-0. 067 **

民生委員・ 児童委員への

再任予定（ 継続の有無）
0. 136 0. 136 0. 052 0. 172+ 0. 051 0. 036 0. 193+ 0. 029 0. 053 0. 090 -0. 113

担当区域（ 世帯数） 0. 021 -0. 120 0. 115 0. 064 0. 007 0. 193+ 0. 125 0. 098 0. 004 -0. 014 0. 117

活動日数 

（ ひと 月あたり ）
-0. 247* -0. 385*** 0. 185+ 0. 151 -0. 033 0. 445*** 0. 175+ 0. 201* 0. 050 0. 030 0. 382***

活動時間 

（ いち 日あたり ）
0. 184+ 0. 126 0. 181+ 0. 079 0. 229* 0. 029 -0. 099 0. 006 0. 081 0. 151 0. 159

民生委員・ 児童委員以外

の充職（ 数）
-0. 123 -0. 078 -0. 059 0. 171+ 0. 115 0. 082 0. 282** 0. 098 0. 087 0. 188+ 0. 115+

報　 酬 

（ 希望の有無）
0. 045 0. 100 0. 140 0. 179+ -0. 013 0. 141 0. 133 0. 226* 0. 301** 0. 171+ 0. 099

***p<0. 001　 **p<0. 01　 *p<0. 05　 +p<0. 1

 
（1）悩み・不安 

 5 つのカテゴリーからなるが（別表参照）6、まず、情報把握は、年齢、在任期間、活動

日数との間に負の相関がみられる。また、活動時間との間には正の相関の傾向がある。次

に、知識・援助方法は、年齢、在任期間、活動日数と負の相関がみられる。続いて、連携・

支援体制は、在任期間と負の相関の傾向がみられる。また、活動日数と活動時間と正の相

関の傾向がみられる。続いて、活動上の負担は、再任予定、充て職、報酬との間に正の相

関の傾向がある。そして、理解・受け入れは、活動時間と正の相関がみられる。 

（2）活動の頻度・必要の度合い 

  両者は同一項目で回答を求めているが、選択肢の内容が前者は「対応していない～対応

                                                  
6 前掲報告書 3、p.124 
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法といった悩み・不安が低減・軽減されていることが示

唆されている．また，同分析により条件整備については，

年齢層が低い者ほど求めていることが示唆されている．

　初めて民生委員になったときの年齢，すなわち民生委

員の開始年齢は，60-64 歳が 4 割近くを占めており，今

後この年代区分が高齢化したときにはさらなる「なり手」

確保の困難が予想される．また，相関分析からは民生委

員の開始年齢が低いほど活動の頻度が上がり，対応が必

要と感じている度合も高くなる傾向があること，そして，

民生委員の開始年齢が高くなるほど個人的達成感が見込

まれにくいことが示唆されている．就業状況（収入の有

無）については 4：6 で就業していない者が多く，約 6

割がフルタイムで活動できることを示唆している．

2 ．地域福祉推進委員の経験について
　民生委員になる前に市の民生委員協力員制度である地

域福祉推進委員を経験している者は 14.3％と低位にとど

まる．現状，地域福祉推進委員 2 名で民生委員 1 名をサ

ポートしていることからは，地域福祉推進委員出身の民

生委員がもっと多くいてもよいと考えられるが，どうで

あろうか．ちなみに相関分析からは，地域福祉推進委員

の経験のある者ほど民生委員活動としての個人的達成感

が見込まれる傾向があることが示唆されている．

3 ．民生委員活動の継続について
　在任期間は 1 期＝ 3 年の民生委員を 1 期以下の占める

割合が 38.8％，2 期が 26.5％と，この両者で過半数を超

えている．このことは，経験豊かな民生委員の占有率が

少ないことを意味している．したがって，1 期だけで辞

めてしまわないように何からの支援が必要とも言える．

3 年に 1 度の改選では，全国的にもその 4 割が退任して

いるが，今回の調査結果では今期退任予定の回答者が

40.8％と，赤穂市も例外ではない結果と言える．また，

相関分析からは次のことが示唆されている．すなわち，

在任期間の長い者ほど情報把握，知識・援助方法の不安

や悩みは少なく，連携・支援体制もそれなりに築かれて

いる傾向にあること，そして，活動の頻度も多く，個人

的達成感も得られているようである．なお，当然のこと

であるかもしれないが，同じく相関分析からは民生委員

への再任予定のある者は，活動上の負担をもつ傾向にあ

ること，対応の必要を感じる度合いが高くなる傾向にあ

ることが示唆されている．

4 ．民生委員活動の頻度と活動への理解について
　担当地区における相談支援活動は，100-149 世帯

36.7％，150-199 世帯 25.5％，平均担当世帯数 135.4 世

帯であるが，同じ民生委員でも 100 世帯を下回る者，

200 世帯を上回る者があり，バランスを少し欠いている

ように見える．ひと月あたりの活動日数は，10-14 日

33.7％，15-19 日 24.5％で，平均活動日数は 13.4 日で，

月の半分程度が民生委員活動の日と見受けられる．いち

日あたりの活動時間は，1 時間以下が 37.8％と多いが，

平均活動時間では 2.1 時間と 2 時間台にのぼり，この 2

時間という時間も 1 つの目安とみることができよう．

　ところで，相関分析からは，活動日数が多いほど情報

把握，知識・援助方法への不安や悩みが少なくなること，

対応頻度も活発となり，今後の要望も増し，個人的達成

感の獲得につながっていることが示唆されている．しか

し一方で，活動期間が長くなれば長くなるほど，理解・

受け入れ面での悩みや不安が生じているということが示

唆されている．

5 ．充て職のある民生委員の問題意識について
　民生委員以外の関係団体の役職・委員等への就任，い

わゆる充て職には就任していない者は 49.0％で，何から

の充て職をもつ者が過半数を超え，平均 1.2 個を数える．

ただし，最大で 7 個の充て職のあるという回答者もお

り，充て職が多ければ多いほど民生委員の本来の職務が

おろそかになるおそれはあるため，民生委員以外の掛け

持ちについては一考の余地が残される．ただ，相関分析

からは，充て職のある者はない者に比べて対応が必要と

感じる度合が高くなる，つまり問題意識が高くなってい

るように見受けられる．とはいえ，活動上の負担に悩み

や不安をもつ傾向にあること，誰とも会いたくないとい

うような脱人格化の症状が出る傾向にあること，反対に

個人的達成感に寄与する傾向があることも注意が必要で

ある．

6 ．報酬と資格について
　将来の報酬導入は 4 人に 3 人は希望していない．実費

弁償以外の報酬が必要との考えは 4 人に 1 人にとどまっ

た．しかし，民生委員はその職務についての専門性を追

求すれば，当然のことながら報酬や延いては資格（制度）

の問題に辿りつくであろう．その意味で，なり手確保の

問題との関連で今後も慎重に検討していく必要がある．

また，相関分析からは，報酬を希望する者ほど情緒的消
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耗が激しいこと，そして（であるからこそからもしれな

いが）今後の条件整備を求めていることも示唆されてい

る．また，活動上の負担に対する不安や悩みが出る傾向

にあること，外に出るのが億劫といったような脱人格化

の傾向にあることが示唆されている．

7 ．悩みや不安への対処について
　民生委員の悩みや不安については，プライバシーにど

こまで踏み込むのか，予防や早期発見，個人情報など情

報把握に関するものが大きい．信頼関係をいかに構築し

ていくのか，また秘密保持をどうしていくのかが大切な

視点のひとつとなろう．

8 ．本来のあるべき活動について
　最も対応していると感じている活動は，「地域行事（祭

り等）への参画を通じた地域活性化の活動」であったが，

次点となる「住民と行政・関係機関等とのつなぎや連絡

調整」，あるいは以降の「要援護者情報（台帳等）」の管

理業務」，「高齢独居・高齢夫婦世帯の社会的孤立防止の

取り組み」，「訪問調査や見守り等による支援ニーズの把

握」などが本来の対応業務なのではないかと考えられる．

一方，最も対応が必要と感じている活動は，「住民と行政・

関係機関等とのつなぎや連絡調整」であり，次いで「災

害時の避難等に関する支援」であるが，続く「要援護者

情報（台帳等）の管理業務」，「自治会・町内会等の連携

による住民組織の基盤作り」，「高齢独居・高齢夫婦世帯

の社会的孤立防止の取り組み」も高い度合いを示してい

ると言える．

　対応頻度と必要度合いのギャップを見るため，各々の

総得点÷最大可能得点をもとに散布図で示したところ，

興味深い結果が得られている．それは「地域行事（祭り

等）への参画を通じた地域活性化の活動」は対応頻度よ

りも必要度合が低いというギャップがあるということで

ある．民生委員にとって，「地域活性化活動」はその必

要と感じている以上に彼・彼女らは対応をしているとい

う認識があるものと見て取れる．そして，もう 1 つ興味

深いのが，「地域活性化活動」以外のすべての項目にお

いて，対応頻度よりも必要度合が高くなっているという

ギャップが確認できることである．これは，地域活性化

以外に対応が必要と感じている内容が多岐にわたってい

ることを示しているものと指摘できる．

9 ．活動に不可欠な仕組み・ルールについて
　条件整備への要望としては，「行政との個人情報の取

扱いに関する仕組みやルールの整備」が実に 94.7％，ほ

とんどの民生委員が，個人情報の扱いについて今後の活

動の充実に不可欠と考えている．何らかの対策を要する

ことは必至であろう．それと関連して，「行政との個人

情報の取扱いに関する仕組みやルールの整備」，「民生委

員・児童委員同士の連携の強化」，「行政以外の関係機関

との個人情報の取り扱いに関する仕組みやルールの整

備」，「行政や社協などの専門機関との連携による相談体

制の強化」，「支援方法や援助技術に関する研修の充実」

も同様のことと言える．個人情報の取り扱いに関しての

仕組み・ルールの整備は，より充実した民生委員活動と

なるための大きなトリガー（引き金）と言っても過言で

はない．

10．民生委員のメンタルヘルスについて
　最後になるが，民生委員のストレスについて考察す

る．民生委員のストレスの実態はあまり研究されていな

いようであるが，本研究では，看護師などに使用されて

実績のある日本版バーンアウト尺度（17 項目）を使って，

赤穂市民生委員のバーンアウトの診断を行った．すると，

情緒的消耗感，脱人格化，個人的達成感のいずれにも危

険診断，要注意診断の下される者がいることが判明して

いる．こうした診断が妥当と考えられる民生委員につい

ては，その職務から一定の期間だけでも緊急回避させた

り，気持ちや感情を受け止めるカウンセリングを行うな

どメンタルヘルス対策やアフターフォローが望まれると

考える．また，常日頃から定例会などの時間と場所を活

用して，民生委員同士の縦のつながり，横のつながりを

大切に維持継続していく，あるいは可能ならば元民生委

員とのスーパービジョン関係を契約するなどして，バー

ンアウトに陥らない，また陥ったとしてもそれ以上ひど

くならない手立てや仕組みを構築していくということも

考えられる．

Ⅴ．まとめと提言

… …以上の研究の目的に沿った方法，使った方法から導い

た結果，そして結果についての考察を踏まえて，①～⑭

のまとめと提言を行う 7．

7　ここでの「まとめと提言」は，前章のⅣで考察した内容にも
基づくものである．
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①　高年齢層の民生委員が培ったノウハウの伝授

　…　年齢の上昇とともに，情報把握，知識・援助方法と

いった悩み・不安が低減・軽減されている．このこと

から，年齢の高い民生委員がそれまでに培ってきたノ

ウハウや人脈などを後輩の民生委員にしっかりと引き

継ぐことのできる方策について検討することが必要で

ある．

②　若年層民生委員の声の反映

　…　条件整備への要望については，年齢層が低くなるほ

ど高いニーズとなっている．このことから，比較的若

年層の民生委員の声を反映させた有効な取り組みが期

待できないか検討することが必要である．

③　委嘱年齢の引き下げ

　…　民生委員の開始年齢が低いほど活動の頻度が上がり

必要と感じる度合も高くなる．また，民生委員の開始

年齢が高くなるほど個人的達成感が見込まれにくい．

このことから民生委員の活動の底上げを行うには将来

的には委嘱年齢を極力引き下げていくことを視野に入

れて検討することが必要である．

④　前段階としての地域福祉推進委員の尊重

　…　地域福祉推進委員の経験のある者ほど個人的達成感

が見込まれる．このことから民生委員委嘱の前段階と

しての地域福祉推進委員の経験を尊重した取り組みを

検討することが必要である．

⑤　民生委員の継続性の向上

　…　経験豊富民生委員の特長の洗い出しと在任期間の長

い者ほど情報把握，知識・援助方法の不安や悩みは少

なく，連携・支援体制も築かれている．このことから，

1 期で退任される方の問題点の洗い出しや，長く続け

ている方の特長をつかみ，委嘱に生かしていくことを

検討することが必要である．

⑥　再任予定の民生委員の心情把握

　…　民生委員への再任予定のある者は，活動上の負担を

もつ傾向にあり，対応の必要を感じる度合いが高くな

る．このことから再任予定のある方のニーズを汲むこ

とについて検討することが必要である．

⑦　活動日数の上方についての指南

　…　活動日数が多いほど情報把握，知識・援助方法への

不安や悩みが少なく，個人的達成感の獲得につながっ

ている．このことから，活動日数の少ない民生委員に

たとえ短時間であっても，可能であるならば日数を増

やした活動継続を促すことの勧めについて検討するこ

とが必要である．

⑧　民生委員活動の身近な身内への宣伝・啓発

　…　活動期間（時間）が長くなれば長くなるほど，理解・

受け入れ面での悩みや不安が生じている．このことか

ら，民生委員活動の永続性を考えた場合，住民，家族

や職場からの一定の理解・受け入れは活動の不可欠な

条件であり，宣伝・啓発等に関して何らかの手を打つ

ことを検討することが必要である．

⑨　充て職からの知見の共有

　…　充て職のある者はない者に比べて問題意識が高く

なっている．このことから充て職のない民生委員が充

て職のある民生委員が得ている学びを共有して活動に

生かすべく，充て職のない民生委員との交流機会を意

図的につくることを検討することが必要である．

⑩　将来に向けての報酬化と資格化

　…　民生委員はその職務についての専門性を追求すれば

当然のごとく報酬や，延いては資格（制度）の問題に

辿りつく．このことから，遠い将来かもしれないが，

報酬制度を導入した際の運用のあり方や役割担保の仕

組みとしての資格制度化していくこともあり得ること

について検討することが必要である．

⑪　悩み・不安対処への場と機会の設置強化

　…　悩みや不安については，プライバシーにどこまで踏

み込むのか，予防や早期発見，個人情報など情報把握

に関するものが大きい．このことから，先輩民生委員

のかかわり方，他市町・他県の実態についての情報収

集や情報提供，そして，どのようにこれら悩み・不安

に対処しているか共有する場と機会がもてるようにす

るなど検討することが必要である．

⑫　本来活動への配慮

　…　民生委員は地域活性化以外に対応が必要と感じてい

る内容が多岐にわたっている．このことから，民生委

員が本来の職務に専心できるよう配慮していくことに

ついて検討することが必要である．

⑬　個人情報の扱いに関する仕組みとルールづくり

　…　ほとんどの民生委員が，個人情報の扱いについては

今後の活動の充実に不可欠と考えている．このことか

ら，個人情報の取り扱いに関しての仕組み・ルールの

整備はより充実した民生委員活動となるための大きな

ポイントであるので，各地区の民児協で素案をまとめ

て提出してもらい民児協および市で検討することが必

要である．

⑭　民生委員のこころの健康の維持と促進

　…　バーンアウトの診断が妥当と考えられる民生委員に
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ついては，その職務から一定期間だけでも緊急に回避

させたり，気持ちや感情を受け止めるカウンセリング

を行うなどのメンタルヘルス対策やアフターフォロー

が望まれる．このことから，常日頃から定例会などの

時間と場所を活用して，民生委員同士の縦のつながり，

横のつながりを大切に維持継続するあり方について検

討することが必要である．たとえば，可能ならば元民

生委員とのスーパービジョン関係を契約するなど．

　以上であるが，本調査結果やまとめについては，2017

年 3 月 15 日，市の企画広報課において健康福祉部長他

関係者と政策提言に関して意見交換を行った．また，こ

れに先行して赤穂民報が 2017 年 1 月 1 日付の第 1 面で

調査結果を取り上げていることを付言しておく．
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